
は「学習」と「学び」を分けて考えています。例えば、
ハードルを跳んで何度か転んだ結果、「ハードルは足
が合わないときに転びやすい」と理解するのは学習で

す。個別の状況にはそれで対処可能ですが、その学習はあくま
でその状況に適応したものです。そこから「一体なぜ転ぶのか」
と問いを深めていくと、「環境は瞬間瞬間に移ろうもので、それにう
まく柔軟に合わせられないときに、人は転倒する。転倒とは自分
本位すぎた結果である」という結論に到達します。もちろん、人に
よって着地する結論には違いがあります。個別の学習から一段上
がり、普遍的な法則を考えようとするところに学びがあると、私は
考えています。
　体験を学習で終わらせず、学びへとつなげるために大事なのが、
「要約する」というステップです。私たちは体験したことを、そのと
きの感情や印象によりバイアスのかかった状態で記憶します。つま
り、その体験が自分にとってどのようなものであったという意味づけ
が重要だということ。一般的にどうかではなく、自分にベクトルを向
けながら体験を振り返ることが大切です。興味深いのが、同じ体
験をしても、何が響くか、何を学ぶかは人それぞれだということ。
特に教育や子育てのシーンでは、大人が「こうあるべきだ」という
思い込みを捨て、「子どもが面白そうに取り組んでいるならOK」と
思うことも大事なんじゃないかと思います。
　体験を学びに昇華させるためには、それを補足する知識も必要
です。新しい知識に出会ったときに、過去の体験と結びつけて「あ
れはこういうことだったのか」と腹落ちする。知識として知っていた
ことを実際に体験して、「これがあれか」と実感する。私自身、現
役時代は「体験」が中心の生活をしていたので、引退してから、
こうして具体と抽象が結びつく瞬間を何度も経験してきました。学
校教育も同じだと思うんです。これまで日本の教育では体験や活
動が足りず知識偏重・内省型だったという反省のもと、アクティブ・
ラーニングなどの学び方が取り入れられています。でも、これまで
の教育が悪かったわけでは決してありません。大事なのはバラン
スです。体験後にモヤモヤと考える時間も必要で、すぐにはかた
ちにならないことも忘れてはならないでしょう。
　これからは、学び続けながらパフォーマンスを高めていく時代で
す。「学び方」を学ぶことが大切であり、子どもたちはまさに、体験
を通して学び方を学んでいきます。そんなときに大事なのが問い。
「どうしてそう思ったの？」と、生徒自身に考えさせ、言葉を引き出
す問いかけを、ぜひ実践していただきたいと思います。
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ためすえ・だい●1978年広島県生まれ。スプリント種目の世界大会で日本人として初のメ
ダル獲得者。男子400メートルハードルの日本記録保持者（2022年8月現在）。現在は
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